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概要

組込み制御アプリケーションの複雑化に伴い、アルゴリズム設計の加速、早期段階でのテストの実現、市場投入までの時
間の短縮を推進できる開発手法が求められています。この課題に対処する強力なパラダイムとして、MATLAB/Simulink 
を用いたモデル ベース設計 (MBD) が登場しました。これにより、エンジニアは量産対応の組込み C コードの設計、シミ

ュレーション、自動生成を行い、開発サイクルの初期段階で設計エラーを検出することができます。

同時に、テキサス インスツルメンツのシステム構成ツール (SysConfig) は、TI のマイコン (? EP) 製品ラインアップ全体に

わたり、ペリフェラルやクロックの構成を行うための統合グラフィカル インターフェイスとしての地位を確立しています。

SysConfig は、ピン多重化からドライバの設定に至るまで、一貫性ある単一の構成環境を提供します。これにより、手書き

の初期化ボイラープレート コードを排除できるだけでなく、ハードウェア構成の意図を明確に記録して、プロジェクトやチ

ーム間で共有および再利用することが可能となります。このアプリケーション ノートでは、テキサス インスツルメンツ 

Am13x 向け Embedded Coder サポート パッケージにおけるこれら 2 つの補完技術の統合について説明します。
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1 概要

この統合の中核となるイネーブラは、MATLAB/Simulink モデルと Code Composer Studio (CCS) IDE プロジェクトの間

で共有 syscfg 構成ファイルです。この共通の構成により、ペリフェラル設定、ピン構成、クロック定義が両方のワークフロ

ー間で整合および同期していることが検証されます。これにより、冗長設定が排除され、シミュレーションとハードウェア間
での構成の不整合が生じるリスクが低減されます。

この相互運用性は、従来型の手書きコードによる開発からモデル ベース設計へと移行するチームにとって自然な橋渡し

となります。あるいは逆に、CCS 環境で作業する組込みソフトウェア エンジニアに成果物を引き渡す必要のある、または

共同作業を行う必要のあるモデル ベース開発者にとっても有用です。Simulink で開発および検証されたアルゴリズム IP 
は、基盤となるハードウェア構成を再定義することなく、CCS ベースの統合環境 (またはその逆) にシームレスに移行でき

ます。

その結果、統合に伴う摩擦が大幅に低減され、分野横断的な並行開発が促進されて、最終的に AM13x デバイス上で検

証済みかつ展開可能な組込みアプリケーションを構築するまでのプロセスを加速させる一貫性ある柔軟な開発エコシステ
ムが構築されます。

2 前提条件と入門

• インストール手順と必要なツールについては、GitHub - TexasInstruments/am13x-hsp を参照してください

• ビデオ チュートリアルと FAQ (よくある質問) は、「[FAQ] テキサス インスツルメンツ AM13x 向け Embedded Coder 
サポート パッケージ」に含まれています

3 MATLAB および Simulink との SysConfig 統合

従来、モデルの設定ではペリフェラルや他のリソースの構成も行っていましたが、現在では SysConfig がこれらの機能を

すべて提供しているため、ユーザーは既存の SDK サンプルから取得するか、Code Composer Studio 内で対話的に作

成した .syscfg ファイルを用意するだけで済みます。Embedded Coder のビルド プロセスでは、SysConfig ツールを起

動して、必要なすべてのペリフェラル初期化コードを生成します。この SysConfig で生成されたコードは、Simulink で生

成されたアルゴリズムとスケジューラ コードとリンクされており、アプリケーション バイナリ全体が形成されます。
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4 モデルの構造と SysConfig エントリ ポイント

この led の例は、SysConfig との統合について説明する最も簡単な例の 1 つです

図 4-1. Led トグル プログラムの Simulink ブロック

SysConfig エントリ ポイントを示すハードウェア設定/モデル設定：

図 4-2. ハードウェア ターゲットの選択
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SysConfig を Simulink から起動し、2 つの LED 構成を表示します

図 4-3. GPIO Sysconfig
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5 ビルドと導の概要

ユーザーが Simulink で「Build, Deploy & Start」をクリックすると、接続されている AM13x Launchpad へのコード生成、

コンパイル、展開が 1 回の操作で自動的に実行されます。生成された出力フォルダには、アプリケーションのビルド全体

に必要なすべてのアーティファクトが含まれています。

5.1 Codegen の構造

図 5-1. CCS プロジェクトの構造

ert_main.c で定義されているアプリケーション エントリ ポイント main 関数の簡単な説明を示します
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図 5-2. プログラム フロー

5.2 CCS での Simulink 生成コードのデバッグとカスタマイズ

このセクションの説明は、「検証と確認」に記載されています。
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6 リファレンス モーター制御設定の SysConfig
Led の例と同様に、モーター制御の例には、ADC、PWM、割り込み、GPIO などの多くのペリフェラルが使用されるより複

雑な FoC ベースのモーター制御アプリケーションのためのモデルと SysConfig ファイルが含まれています。

6.1 AM13x Simulink モデル

図 6-1. モーター制御 FoC の Simulink ブロック
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6.2 SysConfig 内の PWM 構成

図 6-2. 
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6.3 SysConfig 内の ADC 構成

図 6-3. 
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7 まとめ

このアプリケーション ノートでは、AM13x マイコン ファミリを対象として、TI SysConfig を MATLAB/Simulink モデル ベ
ース設計ワークフローに統合するための構造化手法について説明しました。SysConfig は、すべてのペリフェラル/マイコ

ン構成の単一の定義として機能し、手書きコードとモデル生成コードによる組込みソフトウェア間の整合性を検証します。

8 参考資料

テキサス インスツルメンツ、『MATLAB ブロックセット トレーニング』、トレーニング。

テキサス インスツルメンツ、『[FAQ] テキサス インスツルメンツ AM13x 向け Embedded Coder サポート パッケージ』、
FAQ

テキサス インスツルメンツ、AM13E2X-SDK、製品ページ。

テキサス インスツルメンツ、『AM13E2X-HSP』ハードウェア サポート パッケージ。
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